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要　　旨
　カトリック神言会の布教活動は，ドイツの本部を拠点として世界のさまざまな国や地域に広がって
いる。それは，日本の名古屋にも及んでいて，南山学園の発展が大学教育とその研究のため，神父教
員の活動は不可欠であった。人類学の分野では，著名なW.シュミット師の高弟が来名され，それが
M.グジンデ師であった。その教育は，大学院での影響が大きく，学生達の研究や調査に貢献していっ
た事実がある。殊に，神父を有名にした南米におけるハインの儀式の調査とその発表は，現住民の精
神生活の重要性を世界に知らしめた業績となった。グジンデ師だけでなく，人類学研究所に籍を置い
た神父教員の教育は，20世紀の中葉における本学での状況の一端であり，その後の礎となっていった。
南山大学が派遣した，東ニューギニアとミクロネシアのヤップでの総合調査は，その影響が大きい。
グジンデ神父がこの世を去られて 50年を数え，顕彰としたい。
まずは前文として初めての人類学
　カトリック神言会の A.パッヘ神父を南山大学の初代学長として，五軒家町時代から 1949年（昭
和 24）にスタートした学史がある。
　その当時，杁中の南の五軒家町に大学の校舎が小丘の市道沿いにあった。周囲には雑木林が点在
して，校舎の東にピオ館と呼ぶ神言会の関係者のための寄宿施設があり，やがて隣接して，講堂，
南山聖堂が新設されて 学園の拠点が広がっていった。ちょうど，その聖堂の西側の林の中に 2階
建ての人類学研究所が別個にあった。
　玄関の東入口をはいると，日当りの良い南側には所員の研究室が並んでいて，北側の 2階は人類
学資料の陳列室であり，その下の 1階は人類学専門の図書室となっていた。
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　実は，もう一つ西入口が裏にあり，入って直ぐのところに小さな教室があり，隣りが図書閲覧室
であった。この 10名ほどの講義室が，文学部のひとつであった人類学科と大学院の学生達には日
常の勉学にとって重要な場所であり，交流と情報を得るための不可欠な拠点なのであった。
　上述の研究所の個室では A.レンメルヒルト神父，沼沢喜市神父，J.マリンガー神父，中山英司
教授など，開設から 1950（昭和 25）年代に向けて 他大学には無い人類学の研究に勤しんでおられ，
その成果は本学のカリキュラムに各々が反映されていた。
　必ずしも正確ではないかもしれないが，記憶を辿って略述してみよう。
　レンメルヒルト先生は言語学者であり，その講義の主要は 言語理論で，著名なソシュールの la 
langueの解説とその展開であった。大変に哲学的な内容で，学生には難解なので苦労した。それ
でも先輩から，それが試験問題に出るとの情報を得て，丸暗記してなんとか通過した次第であった。
　沼沢喜市先生は民族学者である。太平洋戦争以前に既に，神言会を代表する学者神父として世界
に高名なW.シュミットのもとに留学された。高弟のひとりとして，フライブルグ大学において文
化圏説に基づく宗教人類学を修得して，帰国された。
　やがて，20世紀の後半に向けて，南山大学の急成長が学科の増設だけではなく，新学部の設置
によって実現していった時期の到来となる。それが山里町時代と呼べる，現在の本学のキャンパス
の始まりであった。
　そして，本学の創設期に貢献されたパッヘ学長に代わって，沼沢神父が 2代学長に就任された。
学長の重責の傍ら，大学院課程の中で シュミット師から直伝の「神観念の起源」を講述されたこ
とを憶えている。日本語での講義が突然ドイツ語になって戸惑った事があり，きっとシュミット師
のもとでは，徹底したドイツ語漬けだったのかと想像した。
　中山英司先生は，形質人類学と考古学の担当であった。京都大学の清野謙次博士の門下であられ，
人骨研究の専門家であった。すでに学部の人類学概説の当初からアフリカの民族にみられた長頭型，
アジアの民族に多い短頭型の頭骨の特徴を計測値の相違をもとに，いかに研究するかを明瞭に論じ
られた。更には，アイヌ民族の研究に関連して，北海道から知里真志保氏が権威として来訪され，
人類学研究所が主催した講演会があった。
　J.マリンガー先生の講義を聴く機会は逸したが，幾度か研究所を訪ねて 2階の資料陳列室に保存
されている有名なアフリカやヨーロッパの旧石器コレクションを解説して頂いた。おかげで後年に
なって フランス出土の後期旧石器に属する Burinと呼ぶ石器に関心を持ち，早川が小論を発表す
る糸口を得たことがあった（1）。
　また，マリンガー神父は 当時，発達し始めた日本の旧石器研究に多大な影響を与えた研究者で
あったためか，東京に近い千葉県市川市にあった神言会がもつ日本考古学研究施設に転居されて
いった。
　上記のような日本全国にも珍しい人類学研究所の動向と，大学教育の新分野への拡張は，総合し
た人類学を目指して強化が計られ，気鋭な教員の招聘が続いた。
　例えば，東京大学の東亜考古学によって，広く大陸に精通されていた小林知生教授が，金沢大学
からは東京大学で民族言語学を展開されて著名な浅井恵倫教授が，ともに人類学科に着任された。
両先生とも大学院での教育を見込んでの赴任であったようである。修士課程はもとより，そのさき
には博士課程の展望さえあったのである。さらには，年輩の教員に加えて，東京都立大学から山田
隆治先生が，遅れて天理大学を経て倉田 勇先生が着任された。ともに文化人類学の主軸となって
勉学を指導されていった。
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　そうした充実ぶりを示すように，既に夏期休暇の集中講義のために出向された東京大学の石田英
一郎教授であり，A Science of Man の概念から講述され，また，東京都立大学の岡 正雄教授は，北
極での人類学調査に基づいて，エスキモーとは民族名ではなくて 生肉を食べる習慣を白人の毛皮
商人が誤解したことによる解説をされていた。
　一方，考古学の側でも，東京大学から吉田章一郎先生，後にドイツ留学を経て，伊藤秋男先生が
着任された。
　ようやく 1960（昭和 35）年代に至ると，人類学研究所でも所員の充実が計られたようである。
神言会のウィーン学派を代表する学者神父であったM.グジンデ師も就任されたが，神父について
は，次の章において記述することにする。
　続いて来られたのは，民族社会にみられるカニバリズムの研究とその論文で知られた D.シュレー
ダー神父や，東ニューギニアにある神言会ミッションを拠点に研究を継続してこられた H.アウフェ
ンアンガー神父であった。やや遅れて，中国の神言会から名古屋に移られた民俗学者のM.エダー
神父も来られた。更には，東京大学の大学院を経て，アジアのシャマニズムを研究する神父学者の
P.クネヒト師等，次つぎと着任された。
　上記の神言会所属の人類学者が，研究と教育に貢献された時期が 20世紀の後半にあったことを，
ここに明記しておきたい。
　シュレーダー師は，大学院生に対して人喰いの民族学を終始講義しておられた。予想にもしなかっ
た異様な内容に，只ただ聴き入るばかりであった。meat is meat と言えるアフリカの或る市場での
獣肉と人肉が混じって売買されていた事例から始まったが，講義の後半は，人類学上の儀礼に基づ
いた真摯な人喰いの行為の多元的な分析の展開であった。神父が教室から退出されると，院生の中
にいたアメリカ軍を退役したフェアチャイルド氏が我々に対して講義を補足してくれた。理解でき
ない事柄もあったのだが，最後には 「もう吐きそうだ」と言って，皆を笑わせていた。
　アウフェンアンガー師は，本学の人類学博物館に運び込んだ東ニューギニア各地の収集資料を見
学させ，解説してから，学生への講義を始められた。神父によるこの貴重なコレクションの追加は，
日本全国から注目され，見学者が増加していった。
　クネヒト師は，日本の各地に残る民俗芸能や年中行事に関心を持たれて，それらの研究成果を特
殊講義や演習の授業に活用されていた。スイス人なので，英・仏・独語に堪能だが，日本語にも精
通していて，我国の伝統文化に実に詳しい民俗学の鬼才である。納豆を食すし，鮎の内臓で作った
ウルカを食べられる神父でもある。
グジンデ神父との出会いとその講義とは
　終戦後も 10年を経過して 20世紀の後半に向かうほど，日本社会は経済成長に支えられて 大学
教育もそれぞれに拡充していった。
　南山大学の北方に隣接した名古屋大学では，国立大学に相応しく，学部ごとにきっちりと区画さ
れて，整った体制の中で研究と教育が進められていた。
　それに対して，私立の南山大学では，将来の外国学部の発展に向けて，多くの神言会の神父教員
が，1964年に始まった山里町キャンパスの教室から教室へ，忙しく走り回っている独特の環境が
あった。これも本学の本質の一つなのかと感じていた。
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　グジンデ神父が名古屋にある人類学研究所に籍を置かれたのは，この研究所の開設期ではなくて
1960年になってからの充実期の事であったと言える。
　早川にとっては，学部を卒業して文化人類学専攻の修士課程に進学できた，幸運な時に相当して
いた。グジンデ師が，ドイツにあった人類学研究所から寄贈されてくる機関紙 Anthroposの中にい
くつもの論文が載っている世界に高名な研究者であることは，タイトルだけだが，見て知っていた。
そして，この 1960年とは本学の大学院に文化人類学の博士課程が設置された年でもあった。
　その著名な神父が目の前に現れたので緊張した。頭は白髪で，小顔で 色白で，白いカラーの付
いたシャツと黒のスーツを着て，むしろ小柄な姿であり，物静かな所作であった。或る神父が言わ
れたような，ピオ館内では怖いとの印象は まったく無かった。
　神父による講義は，大学院に進学できたその年から直ぐ始まった。学部とは違って，講義内容が
連続するので，毎年受講した。
　朝から英語とドイツ語混じりの講義の連続。午後は 辞書を片手にノートの再点検と再追記。留
学したらきっとこんな毎日だなと思い，逃げ出すこともできなかった。実に辛かった。
　まずは，南米大陸の最南端の Tierra del Fuegoに住む，セルクナム族の自然環境と民族誌からで
あった。南極に近い，その天候の異常なほどの厳しさ，なぜそんな場所に人類が生存しているのか，
彼等はどこからやって来たのか等を，Great Journeyと称する，当時ではまだ新しい発想をもとに
解説を続けられた。そして当然，原住民であるのに白人によって追いやられた，北米に残存する平
原インディアンと森林インディアンの民族誌にも言及された。更には，もっと北方に住むイヌイッ
ト族にも展開され，やがては旧大陸に住む，アジアの北方諸民族との関連さえも論じられるに至っ
た。その延々とした，生存のために各地の野生動物を狩猟していった，北方から南方を目指す無意
識の旅路を，説明されたのであった。だから，セルクナム族もアジア人種なのだと想定された。自
身が撮影されたこの民族の写真も見せて下さったが，その DNAを調べる理学の方法が，将来は決
着を付けることであろう。
　次の年から，セルクナム族の社会と信仰に講義が移っていった。究極的には，世界にグジンデ師
の調査業績を知らしめたハインと呼ぶ奇異な儀式の実態を，丁寧に説明されたのであった。あまり
の異様さに，要点をノートするのに懸命であった。世の人類学者が，民族社会にあるさまざまな儀
式に注目してきた理由が，ここにあるのかと納得するのに充分な内容であった。
　神父がティエラ デル フェゴへ調査を決行したのは 1923年といわれ，住民は既にグアナコの狩猟
だけでなく，夏期は白人の牧場から覚えた羊の飼育も始めていたらしい。この実生活の変化が，精
神生活の儀式にどのような影響を与えたのか，神父の見解に聴き入った。ハインを開催してもらう
ために，神父は鉄製の斧を与えたり，牧場から 300頭を越える子羊を入手して，寄贈したと言われた。
　この儀式は，集落の広場において，住居群のある西側に女達と子供が見物し，間隔を空けて東側
に男子小屋が 1軒設置され，女達に見えないように，1ヶ所だけの出入口を東に付けてあったという。
こうした，村の男女を二分して男達が密かに準備から実行まで取締る特徴は，男だけの秘密結社を
表して，この儀式が明らかに男性主導の行事であることは確かであり，明らかに非日常的な行為で
あった。ここからを聞き漏らさないようにと，神父が注意された。
　そして，適切な少年を選定して，母親から引き離し男子小屋に連れ込むので，西側にいる母親は
涙して，女達は悲しい唱歌をうたった。つまり，通過儀礼がしっかりと組み込まれていた。グジン
デ師はその詳細を語られたが，要点は，小屋の中で少年達に大勢の大人が噛みついたり，格闘とな
る恐怖の試練であった。しかも，少年達にも所定の身体彩色がなされているが，大人達はもっと全
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身を塗装して，恐ろしい精霊や化け物になって暴れ回るので，若者は恐怖の極限にあったそうだ。
加えて，シャーマンから戒律を教えられる。その第一は，ハインの儀式の内容を「女や子供には絶
対に明かすなという約束だ」という。それを幾度も大声で威嚇しながら。
　さて，本題のハインは事前の奇妙な身体彩色から始まる。神話時代から定められた模様によって，
主役は７体の精霊に扮装して，円錐形や袋状の仮面をつけたと。その姿たるや「彼等の考える精霊
の異様さに驚くばかりであった」と言われた。
　かれらはシンボルであって，南天・東南天・東天・東北天・北天・西天・西南天を，それぞれ表
現する化身であったらしい。したがって，それらの天空になった精霊が男子小屋の内部の定位置に
立って宇宙を象徴的に再現すると，いよいよ儀式がシャーマンの指導によって進行することになる。
例えば，白フクロウの鳴き声を小屋の男達が発すると，数名の精霊が広場へ飛び出して踊って走り，
小屋へ戻ると，また別の精霊が広場に現れ，演劇の進行にも似て，踊りが連続したという。
　そうした，いろいろな精霊や集落に向かっていたずらをする悪霊が現れると，見物の女達や子供
は所定の唱歌を合唱する協調がなされた。しかし，この儀式が幾週間も続いたとしても，ハインの
実態は，広場を介在させて終始，村の男達と女達を隔てる象徴的な特徴を維持していたことがわかっ
た。その事実について，グジンデ神父は，重要な興味尽きない課題が沢山なのだと言っておられた。
「ハインの儀式が終われば，再び集落の中で女性と男性の実生活が営まれるのに」と。以上が，3
年間連続した講義の要点であった。そして最後に，調査には勇気をもって臨め，研究には“考えに
考えて”と強調された。
　こうした 20世紀の初期におけるハインの実情に対して，その後半の時期になってあらためて再
検討を試み，ハインの本質は何であったのかを探究する研究者が現れた。それが，アメリカの人類
学者であった A.チャプマン女史であった。もはや本来の姿を見ることができなくなったセルクナ
ム族について，グジンデ師など先覚者の調査を再吟味しようとする，優れた研究なのであった（2）。
白人の航海者に追われ，白人の牧場経営によって侵略され，伝染病によって減少していく現実が大
陸の各地ですすんでいったらしい。
　残念なことに，こうした貴重な講義に接しても，早川はアメリカインディアンの研究者でもない
ので，ハインについてのコメントすらできなかった。ただし，日本で見ることのできる儀礼や祭礼
と比較する機会はあった。
　現に，本学の助手に採用された折，文化人類学実習や博物館実習を担当し，冬期には受講生を引
率して，愛知県北設楽郡の山中の集落へ出向き，当地の儀礼である「花祭」を見学することがあっ
た。花祭は，北設楽のどの村にとっても，欠くことのできない伝統の年中行事であって，無関係だ
が セルクナム族のハインの催行と共通する，いくつかの要素があることを知った。
　つまり，儀式としての類似点と相違点を識別させ，学生にリポートを提出させた事があった。学
生達の観察によって，いろいろな有益な事実が判明した。学生の指摘は，まことに的確であった。
花祭は，集落ごとに微妙な差異が出てきているが，統一されていることは，夜になってから始まり
夜を徹して続行されて暁には終わることで，昼間にはない。花祭は毎年，村の場所が変わるが，マ
イドと呼ぶ舞がおこなわれる土間の広場が中核で，見物者はその 3方向に座って，一晩中振舞の清
酒，甘酒，五平餅を飲食して寒さに耐える。一切が男性の年長者の指示で催行され，基本的に女性
は立ち入らないし，当日は子供と一緒に見物をすることになる。
　花祭の連続した演目は，近年では舞われないものもあるようだが，欠くことのない主題がある。
それは祭りの初段階での「湯立て」神事であって，これだけは神官が広場の中央，地区によっては
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広場の脇に，大きな鉄釜に焚火でグラグラと水を沸騰させて，榊の葉枝を突き込んで熱湯を勢いよ
く，広場はもとより 周囲の見物席に向かって撒き散らす。マイド全域が湯気で真白に包まれ 見物
者は騒然となった。間違いなく清めの儀式で，山奥から神霊を迎える目的があるのであろう。邪気
を退散させねばならない。
　そうして，年輩者が叩く太鼓のリズムを呪文じみた唱歌に合わせて，土間で予定の舞が続行して
ゆく。はやい段階に，少年達が数名による輪になって踊る激しい独特の舞があった。これが終わる
と，少年達は控え間で疲れ切って身動きすらもしなかった。本来は，通過儀礼の一つかと思わせる
試練さえも感じた。とにかく，女性の登場する演目は無く，激しい舞の多さに共通性があった。や
がて，クライマックスの真夜中丑三つ（ウシミツ）の時刻に，主役の大斧を持ち鬼面の扮装をした
榊鬼（サカキオニ）が，家来の鬼数体を伴い，土間の中央で大声をあげて乱舞するので，見物席の
子供はふるえあがった。山から来た神霊は，里の人と交流して引き揚げていった。花祭が終わろう
とする明け方になって，密かに，キツネとイノシシの仮面を付けた化物が裏庭から見物席に歩み寄
る。片手に持った小さな大根の先に味噌を塗って現れ，眠いはずの女性や子供の顔を狙って付けて
回るので，叫び声で大混乱となった。女子学生も被害者になり，森に棲む獣が仮装した悪ふざけの
演目である。
　前述したハインの儀式との相違点は当然のようにあるのだが，それにしても多くの共通点がみら
れることが印象的で，学生の指摘は鋭い。儀式の必然性で片付けてよいのかどうか。学生は味噌を
拭いながら「これは女や子供を区別しようとする伝統的な意図があるのか」とも言っていた。
グジンデ神父の影響による総合調査の実施
　やがて 1964（昭和 39）年に至って，南山大学から東ニューギニア学術調査団が派遣されること
になった。思いもよらない出来事であり，事前に浅井教授と小林教授が立案され，きっとアフリカ
や南米やニューギニアへと調査経験の豊富なグジンデ神父にも，いろいろ相談があったことであろ
う。調査資金の調達のため文部省（現・文部科学省）との交渉を経て，大型の科学研究費の補助を
得ることに結びつけられた。団員は民族学からアウフェンアンガー師と沼沢師，言語学は浅井教授，
考古学からは小林教授と助手早川，医師を兼ねて心理学の荻野恒一教授という総合性をもった編成
となった。
　最も若い早川には，トヨタ自動車会社から貸与されたランドクルーザーの現地での運転が義務づ
けられた。さらには，中日新聞社の特派員と東海テレビ社の取材班が同行することになった（3）。
　半年間の予定で，高山地帯のチンブー地区の山中にあった神言会の教会を基地として，各人が成
果をあげ，次第に帰国していった。小林教授と早川は，発掘調査という仕事と荷物箱の整備と日本
への船便のため，12月まで留まることになった。
　考古学班は，マウント ハーゲンを越えたチャク プマコスで良好な洞穴遺跡をみつけ，発掘できた。
教会に出入する現住民の青年達を雇い，発掘を教えながら，層位的に，新旧の石斧が区別できる状
態を確認できた。最下層からは，小林教授が期待された旧石器までも発見できた。埋め戻した土の
上で，我々と参加した青年達で，細やかな食事をしてともに喜んだ（4）。 同じ山中で発掘していたオー
ストラリアの P.ホワイト氏が，ニューギニアにはまだ博物館がないので，南山が発掘したこの貴
重な一括遺物を是非，オーストラリアの国立博物館にほしいと言われた。
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　なお，寸暇を惜しんで，人類学博物館のために現住民から民具資料を収集したし，現住民に依頼
して，敢えて破損した磨製石斧や小さな破片を採集してほしいと言ったのだが，持って来てくれる
のは多くは完品であって，なかなか理解してもらえなかった。代価にアメリカ ドルを与えようと
したが，古新聞が欲しいと言われた。その理由とは，彼等の家の空地で栽培している煙草を乾燥さ
せて包む用途なのであった。紙がないのだ。多量な新聞紙の持参は役立った。
　また，石斧の剥がれた小破片を入手するためには，自らがサツマイモ畑や焼畑の跡で，探しに回
らねばならなかった。時間が惜しいのに。
　それにしても，この高山地帯での石器時代が終わろうとしている。鉄斧が普及するまでは，石斧
時代はまだ活きている現状なので，いくらでも破片は採集が可能であって，集めた数量は大変なも
のであり，分析のために人類学博物館に収蔵した。また，この石器の終末期では磨製石斧が実用ば
かりでなく，社会生活の交換体系に意義をもつ役割が普及して活きていた。その意義とは，ヤップ
島を有名にした石貨が形骸化しながら，婚姻制度の中で価値を維持している現実があった事と同様
である。つまり，本来の実用を経て，別の社会生活のために転用されていった。研究者はこれも，
見逃してはならない。
　こうした東ニューギニアでの貴重な体験は，ずっと後の 1970年代の末期から始めたミクロネシ
アのヤップ島とパラウ島での人類学調査に役立ったのであった。それは黒潮に関連する海洋性集落
の集中的な調査であった。
　南山大学では牛島 巌先生を中心として，社会人類学と言語学と考古学の総合調査が実施できた。
早川にとって，再び文部省の科学研究費の援助が得られた意欲的な研究となった。
　早川の分担は，遺跡の保存を念頭に発掘を避けて，村内の遺跡は計測が可能な掃除に留め，平板
測量と写真撮影を主体に，村の端から端へ村の構成要素を点検し，その成果を村長に自慢した。と
ころが村長は，まだ海に中に村域が残っているぞと忠告された。直ぐに沿岸の彼方にある岩礁の上
に，いくつもある石積みの （エリ）を干潮時に測量していった。なんと，長大な本来の村域を図
示することができた。ここでは，村とは陸地だけではないのだ。これを基に村落考古学の端緒とし
て，歴史的な分析を試みた。それにしても，村長達は我々の教師であり，調査とは村人との共同作
業なのであった（5）。
　そして，村の測量図の上にさまざまな施設を記入し終わって，村のすべての地名を記入すると，
興味深いことに気付いた。例えば，村の奥に「海草のある場所」とか，「丘のある所」とか，「村長
の家来で時を告げるニワトリ」などの地名を頼りに，村の歴史や新旧を区別できるヒントになるの
であった。個々の地名の範囲がモザイクのように小さいために，隣あう地名の違いを検討すること
が意義を持っているわけである（6）。
　また，現地調査とは，誰にとっても過酷な場面があって，それを思い出す。調査書には記述され
ることのない，体験した苦情なのである。
　例えば，前述したグジンデ師が「調査地への往来は馬に乗って山越えされて，落馬して負傷した」
とか「現住民から借りた小屋での寝起きの際，寄生虫に噛まれ，病気になった」とか，苦労の連続
であったらしい。それでも研究者は調査を投げ出さない。
　東ニューギニアの山中で洞穴遺跡の発掘の折，小林教授も早川もインスタント ラーメンと登山
用の乾燥米の食事で耐え，洞穴の近くに現地民の住居を借りて現場に往復した。夜間は内部で焚火
を絶やさなかったのだが，ノミとシラミの攻撃にあい，両名とも全身に DDTという殺虫剤の粉末
を塗り，まるでハインの精霊にも似た真白の姿で寝たが，一睡もできなかったことがあった。これ
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ら害虫が足元から上へ這いあがってくるのだ。
　後年では，ヤップ島の調査で，村の海岸に建つ男子家屋で，村長達と共に寝起きしたが，夜間に
は近くのタロイモ田から来るアカイエカに刺され，これに悩まされた。その多さは蚊取り線香では
追いつかないのだ。
　やがて，20世紀の終末に向かって，世界的に人類学の総合調査は減少していったようである。
学問の発展には，必然的な細分化が伴うが，一種の流行も，未知の課題に対してすすむ傾向がある。
本学の坂井信三教授が，かつて早川に，文化人類学が将来は社会学に飲み込まれてしまうのかと発
言され，いまだにこの耳に残っている。
　もう，神言会にもグジンデ神父のような研究者の再来は無さそうである。高文明がもたらすグロー
バリズムによって，衰退を続ける伝統文化の変化や欠如は，研究のテーマから遠ざかってしまうの
か。はたまた，これまで人類学がフィールドとしてきた現地に，必然的な事情ができたのかは判然
とはしない。
　例えば，その後，東ニューギニアの教会から，近年は夜間では，教会関係者ですら危険を感ずる
ようになったという情報がある。また，ヤップ島の或る村長から，「あいつ等が言う事を聞かなくなっ
た」という言葉で若者に対する苦言があり，暗に外来者の現地調査の実施ができない事を報せてき
ている。
　従来の人類学が対象としてきた，未開地とか先住民を焦点にした思考は，改める局面に既に至っ
ている。考古学だって近年では，盛んに理工学など他科学と手を結んで，別のテーマに挑む現実が
ある。言語学も民族性よりは，独自の構造論が進展している。総合性よりも各々が新しい課題を開
拓し始めたのである。
結びとして
　最後に，カトリック宣教師の身であると共に，碩学のシュミット師の文化圏説をはじめとした多々
の人類学理論に啓発されて，拡張を続けた神言会の各地の布教拠点を精力的に活用された，グジン
デ神父の真摯な調査と研究に敬意を表し，異文化理解のその教育に対して，深甚の感謝を致します。
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